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№132（令和元年７月１日）
お も な 内 容

道
徳
「
お
月
さ
ま
と
コ
ロ
」
で
は
、
素
直
に
謝
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
気
持
ち
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
、
暗
い
気
持

ち
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
を
通
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
今
ま
で
の

生
活
の
中
で
で
き
て
い
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
の
意
見
交
流

で
前
向
き
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
向
陵
小
学
校
）
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些
々
た
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所

長

佐

藤

保

講
義
中
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
飲
み
物
を
机

上
に
置
く
こ
と
は
是
か
非
か
。

昨
年
度
末
、
セ
ン
タ
ー
内
の
会
議
で
こ
の
是

非
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
講
義
中
の
マ

ナ
ー
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
飲
み
物
を
机

上
に
置
か
な
い
よ
う
受
講
の
先
生
方
に
御
協
力

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
夏
季
の
熱
中
症
予
防
の
意

識
が
広
ま
っ
た
数
年
前
か
ら
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持

参
し
て
く
る
先
生
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
公
的
な
会
議
等
で
も
机
上
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
配
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
多
く
な

り
、
社
会
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
マ
ナ
ー
の
あ

り
方
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
つ
く
ば

市
に
あ
る
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー

（
現
つ
く
ば
中
央
研
修
セ
ン
タ
ー
）で
研
修
を
受

け
ま
し
た
。

講
義
に
際
し
て
、
講
師
が
入
退
室
す
る
と
き

は
上
着
を
着
て
起
立
す
る
こ
と
、
講
義
中
は
腕

組
み
を
し
な
い
こ
と
な
ど
が
指
示
さ
れ
、
そ
の

と
き
の
驚
き
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
、『
研
修
の

栞
』
に
は
講
義
中
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
録
音
・

撮
影
の
禁
止
や
携
帯
電
話
の
オ
フ
に
加
え
て
次

の
よ
う
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
飲
み
物
は
机
上
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
頬
杖
、
腕
組
み
、
足
組
み
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

つ
く
ば
中
央
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
な
お

厳
し
い
マ
ナ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

思
案
に
暮
れ
た
と
こ
ろ
で
、
旭
川
市
ま
ご
こ

ろ
接
遇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
素
野
香
織
さ
ん
に
相

談
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
以
前
な
ら
講
義
中
に
飲
み
物
の
容
器
を
机
上

に
置
か
な
い
こ
と
は
常
識
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
頃
は
一
律
に
こ
う
す
べ
き
だ
と

断
定
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
体
調
に
配

慮
す
る
な
ど
マ
ナ
ー
の
捉
え
方
や
内
容
も
変
わ

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。」

と
い
う
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
は
、
講
義
中
に
水
分
を
補
給

し
て
も
結
構
で
す
が
、
飲
み
物
の
容
器
等
は
机

上
に
置
か
な
い
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
講
師
の
先
生
の
意
向
や
環
境

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

些
々
た
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
快
な

答
え
が
出
ず
、
所
員
一

同
考
え
倦
ね
た
末
の
結

論
で
し
た
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
こ

の
こ
と
の
是
非
を
ど
う

思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

随

想

４
月
１
日

新
任
所
員
就
任

４
月
１１
日

研
修
講
座
講
師
委
嘱
状
交
付
式

講
座
内
容
研
究
協
議
会

４
月
２５
日

パ
ソ
コ
ン
講
座
運
営
委
員
会
議

４
月
１７
日

５
月
実
施
の
講
座
受
講
申
込
締
切

り

４
月
２６
日

講
座
受
講
申
込
一
次
締
切
り

５
月
８
日

研
修
講
座
開
始（
特
別
支
援
教
育
①
）

６
月
７
日

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
始

（
校
務
の
た
め
の
表
計
算
入
門
）

７
月
１
日

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
１３２
号
発
行

※

毎
週
火
曜
日

定
例
研
究
室
会
議

※

随
時

研
修
講
座
講
師
打
合
せ
会
議

セ

ン

タ

ー

日

誌

本
校
で
は
、
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
、
校
内
研
修
で
道

徳
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
、
全
て
の
教
員
が
道
徳
授
業
を
行

い
、
発
問
の
工
夫
を
通
じ
て
自
ら
考
え
さ
せ
る
道
徳
の
授

業
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
山
部
中
学
校
）
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四
月
十
一
日
、
三
十
四
講
座
の
講
師
八
十
七

名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
研
修
講

座
の
講
師
委
嘱
状
交
付
式
及
び
講
座
内
容
研
究

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

上
川
教
育
局
、
旭
川
市
教
育
委
員
会
の
方
々

が
列
席
さ
れ
る
中
、
講
師
を
代
表
し
て
安
達
啓
一

東
川
町
立
東
川
中
学
校
長
が
上
川
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会
赤
岡
昌
弘
教
育
長
か

ら
、
講
師
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
講
座
内
容
研
究
協
議
会
で
は
、
教

職
員
等
の
資
質
・
能
力
の
総
合
的
な
向
上
を
目

指
し
て
、
各
講
座
の
講
師
と
運
営
者
が
意
見
を

出
し
合
い
、
講
座
の
内
容
や
日
程
等
に
つ
い
て

話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
講
座
内
容
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
小

中
の
連
携
を
重
視
し
、
小
中
研
究
授
業
を
取
り

入
れ
た
講
座
、
今
日
的
な
教
育
課
題
を
踏
ま
え

た
講
座
、
演
習
・
実
技
等
を
取
り
入
れ
た
研
修

講
座
な
ど
、
研
修
内
容
を
広
く
教
育
現
場
で
活

用
で
き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

講
座
の
様
子
か
ら

学
級
経
営
の
大
き
な
力
と
な
る
学
級
活
動
の

指
導
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
指
導
案
作
成
や
実
践
交
流
を
通
し
て
、
明

日
か
ら
役
立
つ
指
導
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
名
寄
市
立
智
恵
文
小
学
校

上
原
和
希
子
）

鈴
木

康
弘（
士
別
南
小

校
長
）

薬
師
寺
要
次（
東

光

小

主
幹
）

亀
島

秀
元（
旭

川

小

教
諭
）

中
本

厚（
神

楽

中

教
諭
）

＝
講

師
＝

２ 特別活動 ５／９

研

修

講

座

寸
描

そ
の
１

委
嘱
状
交
付
式

委
嘱
状
交
付
式
、、

講
座
内
容
研
究
協
議

講
座
内
容
研
究
協
議
会会
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▼

研 究 主 題

深い学びを実現する学習指導の在り方
～各教科における主体的・対話的な学びを通して～

求める児童生徒像

各教科等において生きて働く「知識・技能」を習得し，未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」を高めながら，「主体的に学習に取り組む態度」を身に付けた児童生徒。

研 究 の 仮 説

目標と手立てが合致した単元の指導計画及び具体的な児童生徒の姿を見取る評価計画を作成するととも

に，自己の学習を見通し振り返る主体的な学びと，思考を広げ確かな学びに向かう対話的な学びを重視し

た本時の授業展開を工夫することにより，児童生徒の深い学びを保障できるであろう。

研 究 内 容

【研究内容２】

本時の授業展開の工夫

（１）主体的な学び
①見通し

・学習課題の提示

・課題解決の方法や手順

②振り返り

・学びの成果

・解決の過程

（２）対話的な学び
①対話の目的

・方向性の設定

・論点の明確化

②対話の方法

・場や形態の設定

・互いの考えの可視化

【研究内容１】

単元の指導計画・評価計画の作成

（１）指導計画
①指導内容の明確化

・学習指導要領を基にした分析

・目標・課題・まとめ・評価の整合

②深い学びを実現する単元構成

・深い学びを充実させる視点

・主体的・対話的な学びの位置付け

（２）評価計画
①評価内容の焦点化

・観点別評価

・指導に生かす評価・記録に残す評価

②見取りの具体化

・児童生徒の具体的な姿

・評価の場面と方法

学び の基盤

支持的風土の醸成 教室環境の整備 学習規律の確立

上川教育研修センター 第1７次研究３年目スタート
本年度より，上川教育研修センター第１７次研究３年目がスタートしました。昨年度の成果と課題

を踏まえ，「深い学びを実現する学習指導の在り方」について研究を行います。皆様から多くの御意
見をいただきながら研究を進めて参ります。６月には研究員，８～１１月には研究協力校３校による
授業実践を行います。そして，２月のセンター発表会では，研究員による授業公開を通し，第１７次
研究のまとめとします。各校に御案内させていただきますので，多くの皆様の御参観をよろしくお
願いいたします。
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士
別
市
立
士
別
南
中
学
校

旭
川
市
愛
宕
東
小
学
校

旭
川
市
立
啓
明
小
学
校

令和元年度「研究協力校の紹介」

一

学
校
概
要

旭
川
市
発
展
と
人
口
増
加
に
伴
い
、
昭
和
四
年
一
月
に

朝
日
小
か
ら
分
離
し
て
公
立
旭
川
市
啓
明
尋
常
小
学
校
と

し
て
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
校
九
十
周
年
超
の
伝
統
を

有
し
、
十
七
学
級
、
児
童
二
八
七
名
の
中
規
模
校
で
す
。

南
北
に
一
条
通
り
右
か
ら
南
九
条
通
り
ま
で
、
東
西
は

一
七
丁
目
か
ら
二
六
丁
目
を
校
区
と
し
て
お
り
、
市
街
地

で
工
場
や
商
店
が
散
在
し
て
い
ま
す
。
旧
宮
前
地
区
開
発

に
よ
る
北
彩
都
計
画
で
交
通
量
が
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

校
名
の
「
啓
明
」
は
「
明
け
の
明
星
」
金
星
の
異
名
で
、

明
け
の
明
星
が
学
舎
に
輝
き
希
望
に
燃
え
る
一
日
の
始
ま

り
を
期
待
し
、「
光
は
東
方
よ
り
、
啓
明
は
教
育
の
明
星

た
れ
」
と
の
高
邁
な
建
学
の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

児
童
の
よ
さ
や
可
能
性
を
拓
く
教
育
活
動
の
工
夫
と
異

学
年
交
流
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
班
集
会
や
縦
割
り
清
掃
を
通

し
、
自
主
性
や
連
帯
感
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

二

教
育
目
標

進
ん
で
学
び
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
供
の
育
成

三

年
度
の
重
点

研
究
協
力
校
と
し
て
の
取
組
を
通
し
て
、『
主
体
的
に

学
び
、
互
い
に
認
め
合
い
、
高
め
合
う
子
供
の
育
成
』
の

達
成
を
目
指
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
全
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
授
業
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一

学
校
概
要

士
別
南
中
学
校
は
、
士
別
市
の
南
部
に
位
置
し
、
西

側
に
は
商
業
施
設
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
東
側
に
は

「
川
西
の
丘
」
が
広
が
る
、
自
然
豊
か
な
景
観
と
経
済
活

動
の
基
盤
と
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
数
は
、
一
年
生
が
五
四
名
、
二
年
生
が
六
三
名
、

三
年
生
が
六
六
名
の
合
計
一
八
三
名
で
、
各
学
年
と
も

二
学
級
ず
つ
で
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て

の
取
組
が
始
ま
り
、
地
域
の
方
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
で
初
め
て
の
部
活
動
拠
点
校
方
式
を

採
用
し
て
お
り
、
同
市
に
あ
る
士
別
中
学
校
と
協
同
で
、

子
供
達
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

二

教
育
目
標

「
人
間
性
豊
か
な
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
」

一

心
情
の
豊
か
な
生
徒

二

知
性
の
高
い
生
徒

三

意
志
の
強
い
生
徒

四
心
身
の
健
康
な
生
徒

三

年
度
の
研
修
の
重
点

「
自
ら
×
仲
間
と
学
び
を
深
め
る
生
徒
の
育
成
」

～
ゴ
ー
ル
の
姿
を
明
確
に
し
た
単
元
の

指
導
計
画
を
通
し
て
～

一

学
校
概
要

旭
川
市
の
中
心
部
か
ら
東
方
五
㎞
に
位
置
し
、
校
舎

東
側
は
遠
く
雄
大
な
大
雪
山
連
峰
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
学
校
周
辺
は
、
昭
和
五
十
九
年
頃
か
ら
住
宅
地

と
し
て
区
画
整
備
が
行
わ
れ
、
以
後
、
新
興
住
宅
地
と

し
て
発
展
し
、
現
在
で
は
住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
学
校
と

い
う
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

愛
宕
地
域
の
東
端
に
あ
る
学
校
と
い
う
意
味
と
先
人

が
拓
い
た
価
値
あ
る
郷
土
名
を
大
切
に
し
な
が
ら
愛
宕

の
「
愛
」
に
ち
な
ん
で
愛
情
に
満
ち
満
ち
た
教
育
の
推

進
を
願
っ
て
愛
宕
東
小
学
校
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
、
学
級
数
二
十
五
学
級
、
児
童
六
百

七
名
で
す
。
一
人
一
人
の
居
場
所
が
あ
り
、
確
か
な
力

を
育
む
学
校
を
目
指
し
て
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

二

教
育
目
標

「
豊
か
な
心
を
も
ち

実
践
し
よ
う
と
努
力
す
る
子
」

か
し
こ
い
子
【
知
】

や
さ
し
い
子
【
徳
】

げ
ん
き
な
子
【
体
】

三

年
度
の
重
点

「
未
来
に
向
か
っ
て

自
分
を
み
が
く
子

～
思
い
合
い

学
び
合
い
～
」
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備考会場研修講座名開催期日

２日目 ９月３日（火）研修センター国語科指導①７月２５日（木）

パソコン講座研修センター学校で役立つタブレットＰＣ入門①７月２５日（木）

２日目 ８月２９日（木）研修センター算数・数学科指導①７月２６日（金）

２日目 ９月５日（木）研修センター生活科・総合的な学習の時間①７月２６日（金）

２日目 ８月２６日（月）研修センター生徒指導①７月２９日（月）

研修センター幼保小連携教育７月２９日（月）

パソコン講座研修センター授業で役立つタブレットＰＣ活用①７月２９日（月）

２日目 ８月２６日（月）研修センター道徳科指導①７月３０日（火）

２日目 ８月２７日（火）研修センター理科指導①７月３０日（火）

パソコン講座研修センター校務で役立つタブレットＰＣ活用①７月３１日（水）

本紙６ページ参照大雪クリスタルホール教育講演会８月１日（木）

研修センター学校事務実務８月５日（月）

２日目 １０月１０日（木）研修センター社会科指導①８月７日（水）

パソコン講座研修センター学校で役立つタブレットＰＣ入門②８月７日（水）

研修センター学校力向上対策８月８日（木）

研修センターいじめ・不登校８月８日（木）

パソコン講座研修センター授業で役立つタブレットＰＣ活用②８月８日（木）

２日目 ９月４日（水）研修センター外国語（英語）指導①８月９日（金）

パソコン講座研修センター校務のための表計算活用①８月９日（金）

～夏季休業終了直後に開催予定の研修講座～

近文第２小／光陽中道徳科指導②８月２６日（月）

東光中／永山西小生徒指導②８月２６日（月）

西御料地小／東明中理科指導②８月２７日（火）

陵雲小／春光台中算数・数学科指導②８月２９日（木）

大有小／忠和中国語科指導②９月３日（火）

永山小／神居東中外国語（英語）指導②９月４日（水）

豊岡小校内研修９月４日（水）

末広北小／永山中生活科・総合的な学習の時間②９月５日（木）

今年度は小学校の授業公開北光小ＩＣＴ活用９月１０日（火）

夏季休業中及び夏季休業直後の研修講座申込みを随時受け付けております。

受講を希望される場合は研修センターのＦＡＸ（２４－２５１２）にお申込みください。

長期休業を利用して研修を深めません長期休業を利用して研修を深めませんかか
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教科指導をはじめ，生徒指導・特別支援

教育・今日的な教育課題・パソコン実技・

各種実技指導など，各学校の校内研修や教

育研究団体の様々なニーズに合わせて，選

りすぐりの講師を派遣しています。ぜひ，

御活用ください。

申込は，随時受付けております。「研修

講座開催要項」p．３１に掲載しております

「出前講座申込書」に必要事項を御記入の

上，直接当センターへＦＡＸで送付してく

ださい。

講座内容例

学力向上，道徳教育，幼小連携，小中連携，ＩＣＴの活用等今日的な教育課題

指導計画，評価，言語活動等，校内研究にかかわる事項等教科等指導（国，算等）

様々なアクティビティ，ＡＬＴとの効果的な指導の在り方等小学校外国語活動

リコーダー（音楽），毛筆（書写），器械運動（体育）等各種実技指導

構成的グループエンカウンター，教育相談等生徒指導

各種発達障害の理解，個別の支援計画，交流および共同学習等特別支援教育

表計算，画像処理，プレゼン，タブレットＰＣ活用方法等パソコン実技

「出前講座」を御活用ください！

て，

」



（7）
上川教育研修センターだより

平成30年度受講後アンケートの集計結果 ～御協力ありがとうございました～

当研修センターでは，研修講座の受講後２～３か月を目途に御回答いただく「受講後アンケート」を実施しました。お忙しい
中にもかかわらず御協力をいただきまして，ありがとうございました。昨年度の結果をまとめましたので，お知らせいたします。

設問１ 研修終了後，児童生徒や同僚教職員，他の学校の教職員等に研修成果を発信することができましたか。

平成30年度も，6割以上の受講者に，研修の成果

を日常の教育実践に生かしたり，自校の教職員へ情

報を発信したりしていただいたことがわかりまし

た。

今後も，研修の成果が受講者はもちろん，広く教

育現場に生かされるような講座をめざして一層努力

してまいります。

設問２ 研修終了後，自校や校外研修会等で，研修内容を活用し，自己の指導内容や方法の工夫改善ができましたか。

「十分にみられた」「ほぼみられた」を合わせると，

およそ８割の受講者から自己の指導内容や方法の工

夫改善ができたという回答をいただきました。

記述では授業づくり，指導案作り，自分のスキル

向上，授業改善の参考になりましたという御意見が

ありました。今後も日常の実践にすぐに生かすこと

ができる講座内容となるよう努めてまいります。

今年度から「受講後アンケート」に代わり「受講後調査」を

実施します。講座の成果を推し測り，より多くの受講者の御意

見を反映するための簡単な調査です。

２～３か月を目途に，当研修センターWebサイト上で，御回

答ください。タブレットや携帯端末からも御回答いただけま

す。今年度も御協力をよろしくお願いいたします。

設問３ 研修内容を広げたり活用したりした結果，児童生徒や対象の教職員に効果や変容が見られましたか。

効果や変容が見られたという記述には，児童が授

業中発言することが増えた，先生方の意識が変わっ

てきているなどがありました。

今後も自他の効果的なかかわりを見い出すことが

できる講座内容となるよう努めてまいります。

およそ３割の受講者から「あまりみられなかった」

「ほとんどみられなかった」という回答をいただきま

した。

期間が短く変容が見えるまでに至っていない，確

認できる場がなかった，次年度の研修に生かしたい

など，今後の継続的な取組に期待する記述が多く見

られました。

Ｗｅｂサイトを御利用ください!
http:/kami-cen.hs.plala.or.jp/

今年度の講座一覧や要項・申込書，研究紀要等が

ダウンロードでき，過去の研修講座の様子やセンタ

ーだよりを見ることもできます。また，センターで

所蔵している資料名を閲覧できるので，お探しの資

料があれば貸し出しすることもできます。さらに，

施設の使用や宿泊についても詳細を見ることがで

きるので，ぜひ，御活用ください。
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人
事
短
信

令
和
元
年
度
就
任
・
退
任
の
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員
を
紹
介
し
ま
す
。

発
行
日

令
和
元
年
七
月
一
日

発

行

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
〇
七
〇
―
〇
〇
三
六

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

電
話（
〇
一
六
六
）二
四
―

二
五
〇
一

責
任
者

佐

藤

保

印
刷
所

株
式
会
社
あ
い
わ
プ
リ
ン
ト

※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
７０
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

授
業
に
お
い
て
は
、
資
質
・
能
力
の
育

成
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
が
大
切
で
す
。

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
そ
れ

ら
が
見
事
に
具
現
化
さ
れ
た
授
業
で
す
。

学
習
内
容
は
、
六
年
生
の
「
水
溶
液
」

の
単
元
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
溶
か
し
た

塩
酸
を
蒸
発
さ
せ
て
出
て
き
た「
白
い
粉
」

が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
か
ど
う
か
を
調
べ
る
学

習
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
六
つ
の
実
験
方
法
を

考
え
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
選
択
し
た
実
験

を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

実
験
が
終
わ
り
各
グ
ル
ー
プ
の
実
験
結

果
が
黒
板
に
掲
示
さ
れ
る
と
教
室
全
体
が

「
？
」
と
い
う
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

磁
石
で
調
べ
た
グ
ル
ー
プ
だ
け
「
白
い
粉

は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
あ
る
。」と
ほ
か
の
グ

ル
ー
プ
と
結
論
が
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
児
童
は
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
と
白
い
粉
の
ど
ち
ら
も
、
磁
石
に

引
き
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
白
い
粉

は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
同
じ
と
考
え
た
と
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
ほ
か
の
グ

ル
ー
プ
の
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
挙
手

し
、
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
磁
石
に

引
き
付
け
ら
れ
な
い
な
ら
鉄
で
は
な
い
こ

と
は
確
か
だ
け
ど
…
。」「
鉄
じ
ゃ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
は
い
え

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」な
ど
と
意
見
が

出
さ
れ
、「
白
い
粉
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

は
い
え
な
い
」
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
授
業
は
、
見
通
し
を
持
っ
て
実

験
し
、
実
験
結
果
を
基
に
根
拠
を
持
っ
て

友
達
と
議
論
し
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
獲
得
す
る
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
が
実
現
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
授
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
例

え
ば
、
本
実
践
の
よ
う
に
実
験
を
複
線
型

に
し
、
対
話
の
必
要
性
を
生
み
出
す
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
教
師
の
明
確
な
指
導
観

に
立
っ
た
単
元
デ
ザ
イ
ン
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
友
達
の
発
表
を
真
剣
に
聞
い
た

り
、
協
力
し
て
実
験
に
取
り
組
ん
だ
り
す

る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
は
、
学
習

規
律
の
徹
底
や
望
ま
し
い
人
間
関
係
づ
く

り
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

心
に
残
る
授
業

そ
の
79

新

任

旭
川
市
教
育
委
員
会

教
育
指
導
課

馬

場

大

輔

研
究
員
（
永
山
西
小
）

小
林

豊

上
川
管
内
の
各
学
校
や
先

生
方
に
少
し
で
も
何
か
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
部
長

花
香

純
夫

学
校
教
育
に
関
わ
る
初
め

て
の
仕
事
に
、
毎
日
緊
張
と

新
鮮
な
驚
き
を
発
見
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
員
（
鷹
栖
中
）

村
越

恵
一

上
川
管
内
の
各
学
校
、
先

生
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
研
究
を
目
指
し
、
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員
（
高
台
小
）

森

走
平

研
修
講
座
や
出
前
講
座
が

皆
様
に
と
っ
て
有
意
義
な
講

座
と
な
る
よ
う
、
精
一
杯
努

力
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退

任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

・
前
事
務
部
長

佐

藤

美
恵
子

・
前
指
導
員

三

上

大

輔

（
美
瑛
町
立
美
瑛
東
小
学
校
）

・
前
研
究
員

遠

藤

聡

志

（
旭
川
市
立
永
山
中
学
校
）

・
前
研
究
員

望

月

俊

綱

（
上
川
教
育
局
義
務
教
育
指
導
班
主
任
指
導
主
事
）

○
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員

所

長

佐
藤

保

副

所

長

福
家

尚

事

務

部

長

花
香

純
夫

事

務

係

笹
谷

青
子

事

務

係

上
光
さ
ゆ
り

指

導

員

佐
藤

徳
嗣
（
緑
が
丘
中
）

指

導

員

山
中

芳
子
（
旭
川
小
）

指

導

員

森

走
平
（
高
台
小
）

指

導

員

伊
藤

健
治
（
西
神
楽
中
）

研
究
事
業
部
長

清
水

忠
明
（
愛
宕
小
）

研

究

員

田
村

仁
（
美
瑛
町
・
美
瑛
小

）

研

究

員

吉
野

和
気
（
永
山
南
小
）

研

究

員

斎
藤

邦
彦
（
当
麻
町
・
当
麻
小

）

研

究

員

村
越

恵
一
（
鷹
栖
町
・
鷹
栖
中

）

研

究

員

小
林

豊
（
永
山
西
小
）


